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      北 広 島 消 防 の 歴 史  

 

私設消防時代 

大正 2 年 5 月 広島村初の火防組合と消防組が結成された。 

大正 7 年 3 月 火防組合が解散し、これに代わり私設消防組が発足、消火資器材として

は、トビ、布袋等を使用したと伝えられる。 

昭和 9 年 7 月 消防組が改組され、消火機材に腕用ポンプを導入した。 

昭和10年 4 月 寄付等で運営されていた消防組に村費より初の補助があり、新たに腕用

ポンプ及びホース、布製タンク、布製バケツ等を購入した。 

 

公設消防時代 

昭和12年 2 月 議会で広島村消防組の設置が決定され、東部地区に第１分団、西部地区

に第２分団を配置した。 

昭和14年 4 月 戦時態勢により消防組と防護団が併合され広島村警防団を設置し、火防

の他、灯火管制、警報を任務とした。 

昭和22年 7 月 終戦により広島村警防団が解散し、新たに広島村消防団を設置した。   

昭和24年 3 月 初の消防ポンプ自動車（三輪車）が導入され第１分団に配置した。ま

た、腕用ポンプは第２分団に配置した。 

昭和27年12月 広島６３番地に第１分団の総合的な消防会館が竣工し、機材置場及び管

理人住宅を併置した。 

昭和28年 2 月 ポンプ自動車（四輪車）を第１分団に配置し、三輪自動車は廃車。 

昭和32年 2 月 可搬動力ポンプを第２分団に配置した。 

昭和33年 2 月 可搬動力ポンプを第１分団に配置した。 

昭和34年 3 月 第２分団にポンプ運搬用の三輪自動車を配置した。 

昭和40年 8 月 第２分団の機材置場を改築し、四輪ポンプ自動車を配置した。 

昭和43年 1 月 大曲地区の発展に伴い第３分団を配置した。 

昭和49年 4 月 西の里地区の発展に伴い第４分団を設置した。 

 

近代消防時代 

昭和49年 4 月 町の発展に伴い広島町消防本部及び消防署が、政令による常備体制の指

定に基づき発足した。 

昭和49年12月 消防庁舎が現在の北進町１丁目に竣工した。 

昭和50年 8 月 署に救急車を配置し救急業務を開始した。（車両は北海道共済連より寄

贈された） 

昭和52年 3 月 小型動力ポンプ付水槽車（水槽容量 10t ）を配備した。（防衛施設庁の

補助による） 

昭和52年 7 月 町内の医療施設により内科、小児科の夜間休日の当番医療体制が開始さ

れ救急医療体制が充実した。 

昭和52年12月 はしご付き消防ポンプ自動車（30ｍ級）を配備した。 

昭和54年 8 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当町（広葉中学校）で

開催した。 

昭和54年10月 道央自動車道の札幌南インターチェンジと北広島インターチェンジ間の

開通により、第３分団詰所に職員３名と救急車１台を常駐させた。 

昭和55年12月 大曲地区の発展に伴い、消防署大曲出張所を開設（第３分団詰所併置） 

し職員１１名と水槽付ポンプ自動車、救急車、ポンプ自動車（第３分団）

を再配置した。 

昭和56年 4 月 夜間急病センターが開設（診療科目は内科、小児科）された。 

昭和56年 6 月 予防業務の拡充に伴い広報車を導入した。 

昭和57年 9 月 無線電話の基地局を富ヶ岡（北広島リハビリーセンター）から大曲（大

曲出張所）に移設した。 

昭和57年10月 消防指令装置（Ⅰ型）を導入した。 
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昭和58年 7 月 全道消防救助技術訓練指導会に初参加した。 

昭和58年 8 月 消防無線電話装置に全国共通波（基地局は、消防本部）を装備した。 

昭和62年 7 月 消防署の機構改革により副署長を配置した。 

平成 2 年 3 月 消防署に救助工作車を配置した。 

平成 2 年10月 消防署の気象観測装置を更新した。 

平成 4 年 8 月 無線サイレン吹鳴装置を更新した。 

平成 5 年 4 月 在宅当番医の自動案内装置が導入され、運用を開始した。 

平成 5 年 6 月 消防無線電話装置基地局（全国共通波）を更新した。 

平成 5 年12月 西の里地区の人口増加に伴い、消防署西の里出張所を開設（第４分団詰

所併設）し、水槽付ポンプ自動車を配置した。 

平成 6 年 5 月 救急救命士第１号が誕生する。 

平成 6 年11月 救急車２台に患者監視装置が装備され、応急処置拡大９項目中７項目実

施体制となる。（心電図電送を除く） 

平成 8 年 6 月 消防団に初めて女性消防団員１０名を採用した。 

平成 8 年 8 月 全国消防救助技術大会（札幌市）に初参加した。 

平成 8 年 9 月 市制施行に伴い、北広島市消防本部と名称変更した。 

平成 8 年10月 消防職員委員会が発足した。 

平成13年 3 月 第１分団詰所を改築した。 

平成13年 7 月 消防署の水槽付消防ポンプ自動車を化学消防ポンプ自動車に更新し、は

しご付消防自動車（38ｍ級）を更新した。 

平成13年 8 月 札幌圏防災関係機関合同訓練を実施した。（大曲工業団地） 

平成14年 3 月 消防本部・消防署の増築庁舎が完成した。（ＲＣ３階建 1,361.44 ㎡） 

平成14年 6 月 北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会を当市で開催した。 

平成15年 3 月 消防緊急通信指令施設 ( Ⅱ型 ) を導入、運用を開始する。 

平成15年11月 大曲出張所の救急車を高規格救急車に更新した。 

平成17年12月 本署の救急車（高規格救急車）を更新した。 

平成19年４月 非常時の災害復旧の拠点として北広島市防災センターが共栄 586-10 に設

立された。 

 

協力団体関係 

昭和59年 1 月 大曲地区に婦人防火クラブを結成した。 

昭和59年 5 月 広島町防火委員会を結成した。 

昭和59年 9 月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（広島大谷幼稚園） 

昭和60年 7 月 大曲地区に幼年消防クラブを結成した。（大曲大谷幼稚園） 

昭和60年10月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（広島幼稚園） 

昭和60年12月 ひろしま尐年消防クラブを結成した。 

昭和61年 3 月 東部地区に婦人防火クラブを結成した。 

昭和62年10月 西の里地区に幼年消防クラブを結成した。（西の里保育園） 

昭和63年 5 月 広島町危険物安全協会を設立した。 

平成元年10月 日本防火協会より幼年消防クラブ（広島大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが

寄贈された。 

平成 4 年 2 月 東部地区に幼年消防クラブを結成した。（天使幼稚園） 

平成 4 年10月 日本防火協会より幼年消防クラブ（大曲大谷幼稚園）に鼓笛隊セットが

寄贈された。 

平成 5 年 9 月 第１１回婦人防火全国大会（夕張市）に２婦人防火団体が出席した。 

平成10年 5 月 北広島市危険物安全協会創立１０周年 

平成11年 5 月 輪厚地区に幼年消防クラブを結成した。（輪厚保育園） 
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               過去の主な災害記録 

 

 

明治31年 9 月 7 日   中の沢に水害が発生した。 

大正 3 年 8 月    中の沢地区に水害が発生し、水１０尺余、被害面積３００町歩               

～ 9 月       余、被害総額３，４３４円。 

昭和14年 4 月    児童福祉施設天使の園全焼１９７坪を焼失した。原因は失火。 

  昭和15年 4 月24日  広島市街（現字広島）の大火、１６戸２８棟焼失し近隣の消防 

           の応援を受けた。  原因は不明。 

 昭和21年 4 月    中 ノ 沢 地 区 に 水 害が 発 生 し ６ ０４ 町 歩 が冠 水 し 、 被 害 総 額 

          ６，０３０千円。 

 昭和23年 4 月 7 日  吉本宅及び杉山宅の２戸１棟が全焼し２２．５坪が焼失した。 

  昭和25年 8 月 1 日  開村以来の水害。降雨量３００㎜を超え、広島市街及び中の沢                                                 

～ 3 日 地区にかけ被害発生し、家屋流失、半壊１３棟等で被害総額３1, 

           ８７７千円。                     

 昭和27年 7 月 2 日  富ヶ岡学園の寮舎４５４坪のうち２１０坪が焼失した。恵庭・

島松消防、警察予備隊の応援を受けた。 

 昭和29年 9 月26日  台風１５号の影響で死者１名、建物全半壊３４０棟、農林等被 

          害総額６６，３００千円。 

 昭和30年12月    光顕寺本堂１００坪を全焼、原因はローソク。 

 昭和34年 9 月    中の沢地区と各河川流域で水害、被害面積５００町歩、特に土 

          木農林施設に被害が多く、被害総額は９，０３７千円。 

 昭和37年 8 月    台風９号及び１０号の影響により中の沢地区が冠水した。 

 昭和39年 6 月    集中豪雨により中の沢地区が冠水した。 

 昭和40年 9 月    台風２３号の影響により中の沢地区が冠水した。 

 昭和43年 5 月    十勝沖地震により全村に被害があり、特に集合煙突の倒壊が目 

          立った。震度は４ . ５から５と推定される。 

 昭和50年 8 月22日    台風６号の影響により水害が発生、輪厚川及び千歳川が氾濫し 

      ～23日 た。被害面積５０６ヘクタール、被害総額１９２，２２９千円。 

 昭和56年 8 月 3 日   約３週間に渡り、台風１５号及び２３号の影響及び雨の影響で 

      ～23日 島松川及び輪厚川の堤防が決壊した。 

 昭和59年 6 月 2 日  大曲にある病院の職員送迎バスが野津幌川に転落し、看護婦ら 

          ３６名が重軽傷を負った。 

 昭和62年 8 月25日  台風１２号の影響で豪雨（２９８mm）があり、土木及び農業施 

      ～26日 設に被害が発生した。被害総額１６２，１３３千円。 

 平成 2 年10月 7 日  町立の中学校で火災が発生し校舎１３７平方メートルが焼失し 

          た。被害総額２１，１００千円。 

 平成 3 年 8 月 9 日  南里酪農家の牧草収納庫から出火、牛舎、物置等４棟全焼した。                       

被害総額は５３，０６２千円。 

 平成 5 年 9 月13日  大曲工業団地で倉庫の全焼火災があり、鎮火まで約１０時間を 

          要した。被害総額４２０，１５０千円。 

 平成16年 9 月 8 日  台風１８号の影響により突風で飛ばされるなど４名の市民が重

軽症を負う。また野菜の倒伏、街路樹の倒木等の被害が発生し

た。被害総額１４０，２４７千円。 
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課　 長

所   長

所 　長

気象観測

指令担当主査

救急担当主査 消防隊等の出動指令

大曲出張所

市
 
長

副
市
長

査察担当主査
ス
タ
ッ

フ

救助業務・救急業務

救急担当主査
立入検査

消防担当主査
地理・水利調査

消防担当主査
災害の警戒防ぎょ

消防計画・救急救助計画・応援協定

消防担当主査
災害の警戒防ぎょ

救助担当主査 警防計画の作成

消防通信の運用計画

地理・水利調査

次長事務取扱 査察担当主査 消防同意・危険物施設等の許可

危険物安全協会事務査察担当主査

警　防　課
消防水利施設・消防機器の整備計画

警防担当主査
消防総合訓練の実施及び総合調整

消　防　本　部 総　務　課 人事・予算経理・公務災害
総務担当主査
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職員教養・福利厚生
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消防団事務・表彰関係・儀式関係

消　防　本　部 予防担当主査 火災原因調査・防火組織の指導育成ス
タ
ッ

フ

次 　長 予　防　課 保安担当主査 防火対象物の検査　火災予防広報

防火対象物の訓練指導
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ッ

フ

消防担当主査

救助担当主査
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ス
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ッ

フ

消防技術の調査研究

大 曲 地 区

救急担当主査
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ッ
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消防機械器具の点検

災害の警戒防ぎょ・防火指導火災及び風水害の防ぎょ

災害の警戒防ぎょ・防火指導

救助業務・地理・水利調査

立入検査

消防機械器具の維持管理
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区分

年度 常 備 非常備 施 設 救 急 合 計

765,925 19,837 1,602 7,998 795,362 4.68 13,048 31,792

896,687 20,689 4,042 7,897 929,315 5.15 15,238 36,728

130,762 852 2,440 ▲ 101 133,953 0.47 2,190 4,936

区分

年度 常 備 非常備 施 設 救 急 合 計

789,998 18,608 277 7,596 816,479 4.73

797,752 21,635 987 7,467 827,841 4.82

7,754 3,027 710 ▲ 129 11,362 0.09

消　防　力　と　消　防　予　算

 （平成２０年４月１日現在）

決　算

一般会計
の比率

消防費
一般会計

１世帯当
り　(円)

人　口

一般会計
の比率
(％)

世　帯

18 17,266,966

比 較

19 17,163,399

▲ 103,567

単位：千円

消防団員１人当り 消防自動車等１台当り

1.07㎢ 6.59㎢

市民１人
当り(円)

消防費

単位：千円

3,389人

当初予算

面　積

消防職員１人当り

1.33㎢

686人 550人

228 世帯 1,406 世帯

消防力と人口比較

16,996,553

18,050,612

1,054,059比 較

20

19

285世帯

一般会計
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合計

5

16

10

1

18

0

1

1

新任消防長研修

専

科

教

育

救 急 高 度 課 程

救 急 隊 長 課 程

幹 部 科

はしご自動車運用課程

初 任 教 育

幹部
教育

消防大学

1

4

1

4

4

1

8

2

2

4

救 急 救 命 士 養 成 課 程

12

4

0

0

6

5

0

3

1

1

2

幹 部 教 育 課 程

気 管 挿 管 講 習 1 1

薬 剤 投 与 講 習

1

2

1

3

14

3

20

2

22

1

北
海
道
消
防
学
校

大 型 自 動 車 免 許 取 得

特

別

教

育

1

1

1

団

員

1

13現 地 教 育 訓 練

普 通 教 育 課 程

教　育　等　派　遣　状　況

8

2

19

1

1

1

1

11 11

2

2

1

3

2

17

1

16

2

北

海

道

消

防

学

校

警 防 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

救 急 科 3

1

1

22

168

そ
の
他

36 43 33 33

8420

合　　　計 23

20 17

2 2

そ
の
他

職

員

予 防 査 察 科

救 助 科

2

年度課程
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4

酸素欠乏危険作業主任者（２種） 1 3 4

2

小 型 船 舶 操 縦 士

１　級

２　級

２　級
(1ﾏｲﾙ限定)

3

1

建 築 士
１　級

２級・木造

第 １ 種 衛 生 管 理 者

危 険 物 取 扱 者

丙　種

特 殊 無 線 技 師 （ 電 話 級 含 ）

普　　通 １　　種

大　　型

1 2

41運

転

免

許

２　　種

１　　種 22

2

5

1

24

2 71

1 3

6

1

1

5

1 3 8 1 13

5

2 14

3

3 17

3 73

15 3

5

33 2

38

3

55

17

4

40

7

7

34

6

2 69

4 21 18 46

22

1 1 1

23

1 1

3

3

5 15 2 1

1

453 14 23

3

1

1

3

1 3

16 7

312

そ
の
他

（１１）

1

5

1

合
　
計

0

4

（１）

8

（人）

消
防
士

（４４）

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

（１） （７）（２５）

Ⅰ 課 程

Ⅱ課程・標準課程・救急科

救 急 救 命 士

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

救 急 資 格

救 助 資 格

ガ ス 溶 接 技 能

ア ー ク 溶 接 技 能

消 防 設 備 士
甲  種

乙  種

1 1

26

　職　員　資　格　取　得　状　況

酸素欠乏危険作業主任者（１種）

甲　種

乙　種

玉 掛 技 能

階 級

資 格

－7－



　庁　舎

昭和49年12月

(平成14年3月増築)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※消火栓

　　単口　　440基

　　双口　   51基

　※防火水槽

東 部 地 区

031 10輪 厚 地 区

北 広 島 団 地

170

123

１４番地３

共栄町１丁目

4

消火栓

149 21

防火水槽

コンクリートブロック

(2階建）

127

13

合    計

149

491

39

大 曲 地 区

輪厚中央４丁目

322.00

170

52

823.96

389.76

鉄筋コンクリート

コンクリートブロック

（平屋建）

合  計

４番地２０

３番地１

西 の 里 地 区

31

41

170

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

　消防水利

竣　　工

延べ面積

2,994.96

818.00

(2階建）

消   防   署

大曲中央2丁目

２番地２

消　　防　　施　　設

1,398.02 466.98 平成 5年12月

233.00

(3階建）

消 防 本 部

建築面積

昭和55年12月

2,224.511,051.88

面積（㎡）

名　称

10

10

前　　年　　比

前　年 増　減

0

構　　　造

１番地１

57079

180

52

敷地面積所　在　地

北 進 町 1 丁 目
鉄筋コンクリート

西の里東1丁目

昭和56年10月

180.26

560

0

0

41

127

(平屋一部2階建）

鉄筋コンクリート
一部コンクリート
ブロック

大 曲 出 張 所
第 ３ 分 団
（ 併 置 ）

西の里出張所
第 ４ 分 団
（ 併 置 ）

備　　　　　考

120.00

92.15

458.16

120.00

平成13年 2月

種別

地区

東部地区２基、輪厚地

区１基に２０㎥のものが設

置されている。

－8－



種   　　 別 取 得 年 月 日

小 型 ポ ン プ 付

水 槽 車

は し ご 付

消 防 自 動 車

水槽付ポンプ車

大 曲 出 張 所

水槽付ポンプ車

西 の 里 出 張 所

高 規 格 救 急 車

大 曲 出 張 所
平成１５年１０月

昭和６０年１０月

 級別 A2 規格放水量（2.3m3／min)

（水１－A）水1,500ℓ  小型ポンプ（B－2）積載

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

 （Ⅱ)   水10,000ℓ

平成 ９年 ２月  ４ＷＤ　スーパーメディック

 （水Ⅱ）水3,000ℓ 薬液500ℓ

 級別 B2 規格放水量（1.2m3／min)

昭和６３年１０月
 級別 A2 規格放水量 (2.3m3／min)

　(水Ⅱ）水2,000ℓ

昭和６２年１１月

第４

分団
水槽付ポンプ車

 いすゞ

 P-FRR12FAVｶｲ

第２

分団
ポ ン プ 車

 いすゞ 4WD

 P-FRS12EAｶｲ
第３

分団
ポ ン プ 車

 日　産

 P-CM87Bｶｲ

平成１２年 ３月

第

１

分

団

水槽付ポンプ車

 トヨタ

 小型ポンプ(B－3)　を積載

 級別 A2 規格放水量 (2.4m3／min)

平成 ２年１１月
 級別 A2 規格放水量 (2.0m3／min)

　(水Ⅱ）水2,000ℓ

 級別 B2 規格放水量 (1.4m3／min)

 小型ポンプ(B－2)　を積載

平成 ７年 ３月

平成 ５年１１月

平成 ２年 ３月  （Ⅱ)   

平成１３年 ６月  ３８ｍ級

平成１７年１２月  ４ＷＤ　パラメディック

 （水Ⅱ）水3,000ℓ　

 TC-FPWG50ｶｲ

 いすゞ

 KL-PR4FPHF

高 規 格 救 急 車

　(CD-Ⅱ) 小型ポンプ(B-3)を積載

 U-FH2KLBAｶｲ

 日　産

出
　
　
張
　
　
所

ポ ン プ 車
 KK-XZU372

 日　野

 TC-FPWGE50ｶｲ

 いすゞ

 P-FRR12Fｶｲ

高 規 格 救 急 車

 三　菱

 KC-FK618GWｶｲ

 日　野

 P-FTR13HAｶｲ

 日　野

 化学消防ポンプ自動車

水槽付ポンプ車

救 助 工 作 車

 KL-FH2PHGAｶｲ

 トヨタ

 U-CXZ71JDｶｲ

調 査 車

 KH-UBS73GW

消　　　防　　　車　　　両

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

性　能　等　・　放　水　量車 名・型 式

平成２０年 ３月

平成 ８年 ２月

連 絡 車

消
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
署

本
　
　
部

 ４ＷＤ　　ＡＴ

 ４ＷＤ　　ＡＴ　

 ４ＷＤ　　ＡＴ
 KC-LH119V

 DBA-ANM15G

平成 ９年 ９月

 トヨタ

指 揮 車

平成１３年 ７月

平成１０年 ９月

 （水Ⅱ) 水3,000ℓ

 級別 A2 規格放水量（2.5m3／min)

 級別 A2 規格放水量（2.4m3／min)

 ４ＷＤ　パラメディック

平成 ５年 ２月

 KC-NPS71LNｶｲ

 日　野

 いすゞ

 いすゞ

 いすゞ

 U-FH2KHBAｶｲ

 日　産
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1 2 4 2 4 12 7 32 32 0

2 1 9 12 24 24 0

2 26 28 25 3

23 23 22 1

4 4 5 ▲ 1

0 0 0

合
　
計

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

班
　
長

団
　
員

合
　
計

団　  員　  状　  況

団
　
長

副
団
長

定 員
前　年　比

前 年 増 減

団　員　数

（平成２０年４月１日現在）

13（女性）2 13 0本　団 1 2 （女性）8 13

第1分団 1 1 2 7 34 33

1 24 251 1 5 16

23

25 ▲ 1

第3分団 1 19

第2分団

1

0121 41 20

25318

19

1 37

第4分団

前　年　比

23

副
分
団
長

合　 計 1 2 4 3

211 1 135

20歳　未満

部
　
長

班
　
長

団
　
長

副
団
長

分
団
長

60歳　以上

4 72 1114 5 23 108 3

平　均　年　齢 70 66 68 50 5062 64 54 44

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

合　　　　計 1 2

前 年 増 減

71 111 108

団
　
員

120

団　員　年　齢

4 5

階級

組織

階 級

年齢別

－10－



団員勤続年数

団 員 勤 続 年 数・職 業 別 状 況

111

34

24

21

19

14 0

1

1

2

2

1

11

7

7

1

1

1

3

1

527

4

1

2

3

11

4

10

公務員サービス業

35 17

不動産業

2

2 4

5

2

30合　  　計

　第 2 分 団　

　第 3 分 団　

29

運輸通信

3

211

　第 1 分 団　 5

6 2

小売業

40

製造業

8

　第 4 分 団　 3

1

3 1

19

12

36

2

5

73

6

3

合　計

7

15

11

2

2

2 7

団 員班 長

1

1

1

6

1

部　長

3

1

分団長

2

3

42

1 13

128

13

3535

72 111

10

その他 合 計

27

5

12

23

4

4

団　長

 5年～　9年

5年　未　満

30年～34年

25年～29年

20年～24年

15年～１9年

10年～１4年

1

40年  以上

35年～39年

1

副分団長副団長

合　　　　計

（平成２０年４月１日現在）

本　　団

農  業

団員職業別

建設業

平　　　　均 53

階級
年数

区分
組織

農 業, 27

建設業, 10

小売業, 19

製造業 5運輸通信 5

サービス業

30

公務員, 1
その他, 14

職業別

（人）

－11－



1　 応援出動状況

札幌市(7件)・恵庭市(6件)

長沼町(1件)

恵庭市(1件)

恵庭市(1件)

恵庭市(8件)

札幌市(7件)

長沼町(1件)

２　応援要請状況

札幌市(6件)

恵庭市(5件)

札幌市(2件)

札幌市(1件)

南幌町(1件）

札幌市(2件)

札幌市(9件)

恵庭市(5件)

南幌町(1件）

平成20年12月31日現在

北海道広域消防相互応援協定に基づく出場状況

応援先

救急出動

救助出動

出場人員

14 27

1 3

1

搬送人員

15

1

0

84

1

12

件数

計 16 31

警戒出動 00

出動車両台数

火災出動

0

49

1

要請先搬送人員

16

25

出場人員

101

15

5

8 24

7

0

10

計

0

火災出動 2

件数 出動車両台数

救助出動 2

救急出動 11

17 32 106 11

警戒出動 2 2 8 0

分類

種別

分類

種別
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合 計 342 340 354 420 464 391 393 396 349 450 345 381 4,625 4,371 254

163
試 験 等
転 送

59 60 79 80 1,093 1,006 8790

94 132 △ 38

116 99 105 80 120 42

2 6 4 3 10 4

332 272 60

いたずら 5 14 10 10 22 4

25 21 29 50 39 18

252 246 6

訓　　練 17 6 12 29 37 49

9 23 22 17 29 15

704 541 163

まちがい 20 19 20 22 34 22

56 67 57 47 58 60

116 116 0

問い合せ 64 75 55 43 72 50

4 13 8 11 9 12

142 125 17

救　　護
（応　急）

11 14 12 7 7 8

19 12 8 14 8 21

9 14 △ 5

救　　護 3 10 6 11 16 14

1 0 0 0 0 1

64 33 31

そ の 他 2 1 0 2 2 0

4 2 2 8 8 12

1,709 1,796 △ 87

救　　助 7 5 5 5 5 1

160 151 132 169 134 143

20 15 5

救　　急 149 129 147 120 143 132

1 4 2 2 3 1

59 75 △ 16

調　　査 0 1 0 0 4 2

6 4 3 7 3 10

31 25 6

警　　戒 3 4 5 3 2 9

1 3 2 2 2 4

5 6

火　　災 2 2 3 5 4 1

合計
前 年 比

前 年 増 減
1 2 11 129 107 8

　月別受報状況

3 4

災　害　等　覚　知　別　受　報　状　況

200

230

260

290

320

350

380

410

440

470

500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(件）

(月)

月別

区分

平成20年中の受報件数は4625件と

なっております。 通報別では119通報が

2081件、携帯通報が881件、北海道警察

等専用回線が123件、加入電話が108

件、IP電話が374件、上記以外の通報が

1058件となっています。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 前年 増 減

火 災
（非火災含む）

2 2 3 5 4 1 1 4 2 2 3 3 32 30 2

警 戒 3 4 3 3 1 9 5 4 3 7 3 10 55 71 ▲ 16

調 査 0 1 0 0 4 2 1 3 2 2 1 1 17 11 6

その他 2 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 1 7 16 ▲ 9

救 護 2 12 4 12 17 13 20 12 9 10 11 23 145 124 21

救 護
（応急）

11 13 10 7 7 8 4 13 7 11 8 9 108 114 ▲ 6

出動回数合計 20 32 20 28 35 33 32 36 23 32 26 47 364 366 ▲ 2

災　害　出　動　状　況

月　別　出　動　状　況

32

55

17
7

145

108

年間出動件数

火災

（非火災含む）

警戒

調査

その他

救護

救護（応急）

出動件数

364件

月別

区分

平成20年中の各種出動件数は

（救急・救助出動を除く）364件で前

年より2件の減少となっております

が、調査出動は昨年より55％も増

加しており、その内訳については

火遊びの疑い等を含む火事騒ぎ

が7件、事後に通報があった火災・

漏油事故等の原因調査で出動し

たものが6件、その他が4件となって

います。また、本市の出動件数は

月30件前後ですが12月は大幅に

上回る47件ありました。
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前年比 平 均

2 30

（ ) （ ) （ 5 ) （ 1 ) （ ) 0 2

▲ 16 62

（ ) （ ) （ ) （ 1 ) （ ) ▲ 1 1

6 14

（ ) （ ) （ ) （ 0 ) （ ) 0 0

▲ 9 31

（ ) （ ) （ ) （ 0 ) （ ) 0 0

21 136

（ ) （ ) （ 3 ) （ 3 ) （ ) 8 6

▲ 6 94

（ ) （ ) （ ) （ 0 ) （ ) 1 1

▲ 2 366

（ ) （ ) （ 8 ) （ 5 ) （ ) 8 9

144 128 124

63 113 71 114

13 10 11

90 19 22 16

32

66 58 59 71 55

34 26 30

その他

救 護

29

17

138

火 災
（非火災含む）

警 戒

調 査

過　去　５　年　の　出　動　状　況

2016 1917 18

　過去５年の出動件数

（例：交通事故が他市町村との境界で発生し出動した結果、現場が他市町村だった場合等)
※　(　)内数字は他の市町村へ応援した出動件数の内数を示す。

救 護
（応急）

403 381 316 366 364
合 計

13

1

1

11

0

17

7

145

108

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

16 17 18 19 20

救護（応急）

救護

その他

調査

警戒

火災

（非火災含む）

（年）

年
区分

(件）

（年）

-15-



火　災　発　生　状　況

建 物

16車 両

6

その他

6

種別件数

２８件

東部地区

7

北広島団地

5

輪厚地区

4

大曲地区

7

西の里地区

5

地区別件数

２８件

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

その他

車 両

林 野

建 物

（月）

（件）

平成２０年中の火災発生件数は

前年より１３件増え２８件でした。

火災の種別では、建物火災が１６

件で全体の５８％を占めており、

次いで車両火災６件、その他火災

６件となっています。

また建物火災により負傷者が６

名発生しています。
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前 年 増 減

1 3 4 5 1 1 5 1 2 3 2 28 15 13

建　物 1 3 2 1 3 1 2 3 16 6 10

林　野

車　両 3 1 2 6 4 2

その他 4 2 6 5 1

1 4 2 1 3 1 5 3 20 8 12

全　焼 1 1 2 4 3 1

半　焼 1 1 2 2

部分焼 1 2 1 1 1 6 2 4

ぼ  や 2 2 2 1 1 8 3 5

23 32 1 41 2 30 116 70 315 166 149

住  宅 23 10 70 103 3 100

非住宅 32 1 41 2 30 106 212 163 49

1 2 1 1 1 3 9 2 7

全　損

半　損 1 1 1

小　損 1 2 1 1 1 2 8 2 6

4 9 1 1 3 7 25 5 20

1 1 1 3 6 1 5

1 ▲ 1

東部地区 1 1 1 1 1 1 1 7 5 2

北広島団地 1 1 2 1 5 5

輪厚地区 1 2 1 4 4

大曲地区 2 1 4 7 4 3

西の里地区 1 1 1 1 1 5 2 3

地
 
区
 
別

月　別　火　災　発　生　状　況

前  年  比
合 計

（

㎡
）

建物焼損面積

負 傷 者 数

り 災 人員

（
世
　
帯
）

死  者  数

1 2 3

火 災 件 数

り災世帯数

（
件
）

林野焼損面積(a)

建物焼損棟数

（

棟
）

128 9 10 114 5 6 7
区分

月別
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16 17 18 19 20

建　　　物 7 12 8 6 16

林　　　野 1   

車　　　両 9 6 1 4 6

そ　の　他 6 5 3 5 6

合　　　計 22 23 13 15 28

年別

種別

0

5

10

15

20

25

30

35

（
件
数
）

火災種別出火件数の推移

そ の 他 車 両 林 野 建 物
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16 17 18 19 20

出 火 件 数 22 23 13 15 28

損害額（千円） 8,748 33,782 87,705 14,584 31,898

年別

区分

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

0

5

10

15

20

25

30

35

（
損
害
額
）

（
件
数
）

出火件数・損害額の推移

出 火 件 数 損害額（千円）
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16 17 18 19 20 増減

1 1 1 ▲ 1

1 5 2 2 2

1 1 1

2 1 2 3 1

4 3 1 2 5 3

3 2 ▲ 2

1 1 2 4 2

2 1 2 2

9 8 1 1 5 4

1 4 5 4 6 2

22 23 13 15 28 13

時 間 別 火 災 発 生 状 況

配 線・ 器 具

た き 火

不明・調査中

合 計

そ の 他

　過去５年の原因別火災発生状況

た ば こ

焼 却 炉

放火（疑い含）

火 遊 び

こ ん ろ

ス ト ー ブ

年別

区分原因

0

1

2

3

4
0～2

2～4

4～6

6～8

8～10

10～12

12～1414～16

16～18

18～20

20～22

22～24

不明 平成19

平成20

原因
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　　　救　急　出　動　状　況

159

137

152

125

148

135

165
157

136

179

144

159

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（件）

（月）

軽症 837

中等症 631

重症

118

死亡 33高速 19 その他 9

東部 502

北広島団地

543

大曲 387

西の里 203

輪厚

133

● 平成20年中は1796件の出動があり、1619人を搬送しました。前年と比較すると出動件数が51

件、搬送人員は93人減少しました。 搬送人員の程度別では、軽症が最も多く全体の50％を占め

ており昨年と同じ傾向が見られます。

月 別 出 動 件 数

平成20年

程度別搬送人員

合計 1,619人

平成20年

地区別発生件数

合計 1,796件
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年　齢　別　救　急　搬　送　人　員　状　況

月別区分 月別区分

成人 692

老人 742

少年 80

乳幼児 101 新生児 4

新生児 （生後28日以内）

乳幼児 （生後29日以上7歳未満）

少 年 （7歳以上18歳未満）

成 人 （18歳以上65歳未満）

老 人 （65歳以上）

平成20年

年齢別搬送人員

1,619件
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16 17 18 19 20 増　減

出動件数 1,707 1,838 1,741 1,847 1,796 ▲ 51

搬送人員 1,600 1,713 1,635 1,712 1,619 ▲ 93

　　　過　去　５　年　の　出　動　状　況

区分

年別

区分

500

800

1,100

1,400

1,700

2,000

16 17 18 19 20

（件）

年

出動件数

搬送人員
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33 65 58 ▲ 7

401 1084 844 ▲ 240

回数 8

受講者 123

509

2819

003671052

増減

3729

1177738810 1053 ▲ 124

41 4回数

受講者

応　急　手　当　講　習　会　実　施　状　況

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

40 18 0 0回数

受講者

0 0

0 0

回数 2 2

受講者 12 12

年区分 年区分 年区分
普通救命講習一般救急講

普通救命

講習

一般救命

講習

年別
区分

●平成8年から実施している応急手当普及啓発事業は13年が経過し普通救命講習

修了者はＡＥＤを用いた普通救命講習Ⅰを含めると約8700人となりました。これ

は総人口に対し約15％の普及率にあたります。

普通救命

講習Ⅰ

学校関係

581

福祉関係

106

町内会

44

事業所

256

その他

66

平成20年

一般救命講習

受講者数

合計1，053人

町内会等

44

事業所

268

福祉関係

59

学校関係

214

その他の

団体

259

平成20年

普通救命講習Ⅰ

受講者数

合計844人

上級救命

講習
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乗用車の単独事故

乗用車の単独事故

出動件数 62 83 70 43 70 27件

活動件数 19 23 25 27 41 14件

出動人員 489 506 392 418 678 260人

救助者数 17 25 24 25 41  16人

　　　　　救　助　出　動　状　況

2019

【過去５年の出動状況】

17 18 5年平均16

26.4件

前年比

65.6件

27.件

496.6件

0

2

4

6

8

10

12

14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（件数）

（月）

月別出動件数

11

26

7

4

8

13

1

地区別発生件数

大曲

東部

輪厚

高速

西の里

団地

その他

70件

月別

年別

区分

区分

(件）

○平成20年中の出動件数は前年

から27件増の70件でした。

○活動件数は41件と前年より14

件増加しており、救助者数は41

名と前年より16名増加となって

おります。

○出動件数を事故種別ごとに見

ると交通事故が33件、その他の

事故が19件、建物等による事故

が14件、火災による事故が3件、

機械事故が1件の順になっており

ます。
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           Ｎo.1

N0 月 種 別 活動 要救助者

1 1 その他 無

2 1 交通 有 女１

3 1 その他 有 男１

4 1 交通 有 男１

5 1 その他 無

6 1 その他 有

7 1 交通 無

8 1 機械 無

9 1 交通 無

10 1 その他 有 男１

11 2 その他 無

12 2 その他 無

13 2 火災 無

14 2 交通 無

15 2 交通 有 女１

16 2 その他 無

17 3 火災 有

18 3 その他 有

19 3 火災 有

20 3 その他 有 女１

21 3 建物 有 女１

22 3 その他 有 男１

23 3 建物 有 男１

24 3 その他 無

25 4 その他 無

26 4 交通 有 男２

27 4 交通 無

28 4 建物 有 男１

29 5 その他 無

30 5 その他 無

31 5 その他 無

32 5 建物 有 女１

33 5 建物 有 男１

34 6 交通 有 男１

35 7 建物 有 女１

年　間　出　動　状　況

自火報の発報による出動。（誤報）

普通乗用車の単独事故。

自火報の発報による出動。（誤報）

軽自動車が電信柱に衝突した事故。

事　　　故　　　内　　　容

伐採した木によって両大腿部が挟まり自力脱出できなかった事故。

居住者の安否が確認できないため住宅内に進入した事案。(誤報）

普通乗用車と軽自動車の衝突事故。

除雪機とトラックに挟まれた事故。

D型ハウスに増築された木造小屋一部が焼損した事案。

男性１名が貯水池のフェンス内に侵入し戻れなくなった事案。

スノーボード中の男性が沢に転落した事故。

トイレで倒れている可能性があるとの通報を受け出動した事案。（誤報）

長屋の一部が焼損した事案。

男性が列車により轢断された事故。

普通乗用車２台による事故。

屋根の雪下ろし中に落下した事故。

普通乗用車が道路脇の雪山に乗り上げ横転した事故。

住宅（空家）の屋根に堆積した雪が市道上に落雪し要救助者を検索
した事案。

墓参り中、雪に足を負傷し動けなくなった事案。

共同住宅２階ベランダから出火した事案。

施錠された住宅内に傷病者が存在するという通報で出動した事案。（誤報）

４ｔトラックが路外逸脱し立ち木に衝突した事故。

住宅内で女性が持病により動けなくなり、玄関の施錠を開放できな
かった事案。

ダンプ荷台の差し枠を取付け作業中、差し枠が足に落下した事案。

住宅内トイレに閉じ込められた事案。

ドアの鍵が施錠されている可能性があり出動した事案。(誤報）

普通乗用車の単独横転事故。

大型トレーラー同士の衝突事故。

１歳女の子が誤って玄関ドアを施錠してしまい開錠事案。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。（誤報）

車両と建物の間に挟まれていると通報を受け出動した事案。

施錠されいる住宅内に傷病者が存在した事案。

施錠されいる住宅内に傷病者が存在した事案。

住宅内トイレが施錠されており内部に傷病者が存在した事案。（誤報）
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  　　   No.2

NO 月 種 別 活動 要救助者

36 7 交通 無

37 7 交通 有 男１

38 7 交通 無

39 8 交通 無

40 8 建物 有 女１

41 9 その他 有 女１

42 9 交通 無

43 10 交通 有 男１

44 10 その他 有

45 10 交通 無

46 10 建物 有 女１

47 10 建物 有 男１

48 10 交通 有 男１

49 10 交通 無

50 10 交通 有 女１

51 10 建物 有 男１

52 10 建物 有 女１

53 11 建物 有 男１

54 11 交通 有 女２

55 11 交通 無

56 11 交通 無

57 11 交通 無

58 11 その他 無

59 12 交通 無

60 12 交通 有 女１

61 12 交通 有 男１

62 12 交通 有 男１・女１

63 12 交通 有 女１

64 12 建物 有 男１

65 12 交通 有 男１

66 12 交通 有 男１

67 12 建物 有 男１

68 12 交通 有 男１

69 12 交通 無

70 12 交通 有 男１・女１

大型トラックに小型貨物車が追突した事案。

乗用車の単独横転事故。

乗用車同士の衝突事故。

施錠された住宅内に傷病者が存在する可能性があるとの通報により
出動した事案。（誤報）

自宅トイレのドアノブラッチの故障による閉じ込め事案。

トラック、ワゴンなどを含む３台による交通事故。（高速道路）

普通乗用車が駐車場フェンスに衝突した事故。

普通乗用車の単独横転事故。

乗用車同士の衝突事故。

停車中の乗用車に小型トラックが追突した事故。

軽自動車と大型トラックの正面衝突事故。

乗用車が路外に逸脱した事故。

乗用車６台が関係する事故。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。

乗用車の単独事故。

乗用車が中央分離帯に衝突し、対向車と接触した事故。

乗用車同士の衝突事故。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。（誤報）

自宅トイレのドアノブラッチの故障による閉じ込め事案。

乗用車とＲＶ車の衝突事故。

乗用車の単独事故。

乗用車の単独事故。

子供が玄関ドアを施錠し、開錠できなくなった事案。

軽乗用車の単独横転事故。

乗用車同士の衝突事故で１台が橋の欄干から墜落しかかっていた事
故。

乗用車の単独横転事故。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。

年　間　出　動　状　況

事　　　故　　　内　　　容

乗用車と軽乗用車の衝突事故。

乗用車同士の衝突事故。

乗用車の単独横転事故。

自力歩行不能な傷病者を自宅２階居室から救出した事案。

施錠されている住宅内に傷病者が存在した事案。

自宅トイレのドアノブラッチの故障による閉じ込め事案。

乗用車４台の交通事故。

女の子の右大腿部に針金が刺さり出動した事案。
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57 20 3 26 6 112

70 15 7 31 8 131

着工届出 19 1 2 18 6 46

設置届出 37 10 3 31 8 89

57 12 5 50 8 132

343 112 55 177 67 754

13  1 15 3 32

7   7 1 15

50 6 6 35 3 100

7 1 9  17

20 7 3 12 3 45

 

15 5 1 15 2 38

13 7 1 8 10 39

予　防　関　係　各　種　届　出　状　況

東 部 地 区 北広島団地 輪 厚 地 区 合 計大 曲 地 区 西の里地区

アセチレン･液化石油ガス届出

煙 火 打 ち 上 げ 届 出

指定可燃物貯蔵取扱届

発電･変電･蓄電池設備届

少量危険物タンク検査申請

火災と紛らわしい行為の届

少量危険物貯蔵取扱届

防火管理者選(解）任届出

消防計画作成（変更）届

消防用設備等点検結果報告書

ボイラー･炉・かまど届

消防用設備等

防火対象物使用開始届出

地 区

届 出
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工事別受付状況

新 築 23 2 9 35 7 76

増 築 1 1 4 6

そ の 他 2 1 3

26 3 9 40 7 85

専 用 住 宅 3 1 1 5

併 用 住 宅 1 1

店 舗 1 4 5

工 場 2 2

事 務 所 3 3 6

飲 食 店 2 2

病 院 2 2

学 校

幼 稚 園

共 同 住 宅 2 15 3 20

複 合 用 途
ビ ル

倉 庫 6 6

官 公 署 2 2

下 宿 ･ 寮 1 1

遊 技 場

車 庫 2 2

そ の 他 13 2 5 7 4 31

26 3 9 40 7 85合　　 計

合　　　計

用
　
　
　
　
　
　
　
途
　
　
　
　
　
　
　
　
別

消　防　同　意　処　理　状　況

東部地区 北広島団地 輪厚地区 大曲地区 西の里地区 合　計

工
　
事
　
別

地区

区分
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1 ロ 公 会 堂 ･ 集 会 所 8 7 3 10 5 33

2 ロ 遊 技 場 ･ ダ ン ス ホ ー ル 4 1 2 7

3 ロ 飲 食 店 6 1 3 4 2 16

百 貨 店 ･ マ ー ケ ッ ト 等 31 5 7 25 14 82

イ 旅 館 ･ ホ テ ル ･ 宿 泊 所 2 1 3

ロ 寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅 236 99 14 112 33 494

イ 病 院 ･ 診 療 所 ･ 助 産 所 11 4 1 7 3 26

ロ 福 祉 施 設 等 16 4 4 4 21 49

ハ 幼 稚 園 ･ 養 護 学 校 等 4 3 1 4 1 13

学 校 ･ 専 門 学 校 14 6 2 3 7 32

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 1 1

9 ロ 公 衆 浴 場 1 1 1 3

神 社 ･ 寺 院 ･ 教 会 11 2 4 4 1 22

12 イ 工 場 ･ 作 業 場 122 26 181 26 355

13 イ 自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場 13 2 10 20 3 48

倉 庫 100 34 131 26 291

上 記 以 外 の 事 業 場 159 17 39 98 41 354

イ １項～５項イ・６項･９項イを含む複合用途 61 27 5 36 10 139

ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 42 8 7 23 8 88

重 要 文 化 財 ・ 史 跡 等 1 1

842 186 161 663 205 2,057

（延べ床面積１５０㎡未満を除く）

17

7

16

15

11

防　火　対　象　物　状　況

対　　　象　　　物　　　区　　　分

東

部

地

区

北

広

島

団

地

輪

厚

地

区

合　　　　　　　　　　　　　　　計

西

の

里

地

区

地　区　別　対　象　物　数

合

計

大

曲

地

区

14

4

5

6

8
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東 部 地 区 5 26 15 5 66 42 9 20 17 205

北 広 島 団 地 2 15 3 2 7 29

輪 厚 地 区 4 5 21 21 22 3 76

大 曲 地 区 21 2 1 34 89 2 18 13 180

西 の 里 地 区 1 1 1 24 6 9 5 47

合 計 5 52 23 9 160 161 11 71 45 537

設 置 許 可 申 請 5 1 3 8 3 20

変 更 許 可 申 請 2 2 2 3 14 5 2 30

（設置）完成検査 4 1 3 8 3 19

（変更）完成検査 2 2 2 3 14 5 2 30

仮 使 用 承 認 申 請 1 2 2 2 4 2 13

譲 渡 引 渡 届 出 1 4 5

廃 止 届 出 2 1 6 23 32

完 成 検 査 前 検 査 1 20 21

予防規程制定認可 1 3 12 7 23

保安監督者選解任届出 1 11 1 4 18 4 39

仮貯蔵仮取扱承認申請 2 2

合 計 7 25 13 6 25 91 0 50 17 234

危　　険　　物　　施　　設　　状　　況

合

　
　
　
　
　
　
計

取 扱 所貯　　　　　　蔵　　　　　　所

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

屋

　
　
　
　
外

給

油

取

扱

所

一

搬

取

扱

所

移

動

タ

ン

ク

地
　
区
　
別
　
設
　
置

事
　
　
務
　
　
処
　
　
理
　
　
状
　
　
況

屋

　
　
　
　
内

製

　
　
造

　
　
所

製造所等別

区 分

製造所等別

区 分
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※地区については開催場所の地区とする。（例：大曲のサークルが消防署見学を実施した場合→北広島団地）

1 18

組織･車両説明

庁舎・施設説明

講話・防火映画　

その他該当メニュー

ミニ消防車

写真撮影

写生会

広　報　活　動　状　況

大曲地区

出
前
講
座

防
火
教
室

7 10 2 5 3 27

合計

155

1 11

東部地区 北広島団地 輪厚地区 西の里地区

その他

その他該当メニュー

5

地区

区分

20 56防火広報 20 39 20

28 60 22 30合計

防火対象物訓練

60 200

56 25 14 33 14 142
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北広島市消防本部シンボルマーク 

 

災害を覚知してからの迅速な「行動（ス

ピード）」、活動における強い「腕力･脚力」、

そして再燃防止･火災原因を研究する「目」。

これら３つの要素を兼ね備えたワシを北

広島市消防本部の象徴としている。 
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